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感染症報告事例のまとめ  

（ 令和６年１２月～令和７年２月報 告 分 ）  

 

１  令和６年１２月～令和７年２月に報告（新規及び追加）があった感染症報

告は、輸血用血液製剤１３件、血漿分画製剤４件である。うち、輸血用血液

製剤との因果関係が否定された報告は３件、血漿分画製剤との因果関係が否

定された報告は０件であった。  

輸血用血液製剤による病原体感染症報告事例の内訳（因果関係が否定され

た報告事例を除く）は、  

（１） HBV 感染：  ３件  

（２） HCV 感染：  ０件  

（３） HIV 感染：  ０件  

（４）その他：  ７件（ CMV 感染２件、細菌等５件）  

 

２  HBV 感染報告事例  

（１）輸血後に抗体検査等が陽性であった事例は３件。  

（２）上記（１）のうち、献血者の保管検体の個別 NAT 陽性の事例は０件。  

（３）劇症化又は輸血後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）した

との報告を受けた事例は０件。  

 

３  HCV 感染報告事例  

（１）輸血後に抗体検査等が陽性であった事例は０件。  

（２）上記（１）のうち、献血者の保管検体の個別 NAT 陽性の事例は０件。  

（３）劇症化又は輸血後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）した

との報告を受けた事例は０件。  

 

４  HIV 感染報告事例  

（１）輸血後に抗体検査等が陽性であった事例は０件。  

 

５  その他の感染症報告事例  

（１） B 型肝炎及び C 型肝炎以外の肝炎ウイルス感染報告事例は０件。  

（２）細菌等感染報告事例において、当該輸血用血液の使用済みバッグを用い

た無菌試験が陽性事例は０件。  

（３）上記（２）のうち、輸血後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除

く）したとの報告を受けた事例は０件。  
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